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ガラスドームの中には、ポインセチアをアレンジします♪

ふれあいミニ講座＆クラフト体験

-

○主食用米の需要減少が今後も見込まれる中で、主食用米の過剰作付けを抑制し、県産米価格の安定を図ることが重要です。

○このため、県段階および市町段階の農業活性か協議会※を中心に、農業者、農業関係機関・団体、行政などが一体となっ
　て、30 年産以降も引き続き、需要に応じた主食用米の生産（需給調整）を基本に、麦、大豆、園芸作物、飼料用米、加
　工用米などの非主食用米などを適切に組み合わせた水田のフル活用の取り組みを進めます。

○生産者が取り組みやすく、現場に大きな混乱をきたさないよう、従来の枠組みを基本とした仕組みを構築します。

※農業活性化協議会：構成　生産者、行政、農業団体、消費者団体など
　　　　　　　　　　役割　主食用米の需給調整、水田フル活用ビジョンの作成など

①主食用米の「生産量の目安」を提示
○生産数量目標に替わる「生産量の目安」を設定し、県段階から市町段階、市町段階から農家段階に提示し、目
　安数量以内の生産となるよう調整します。

○県協議会内に地域協議会の関係者などからなる「米政策部会」を設け、「生産量の目安」の設定などを検討します。

②作物別生産方針などに基づいた、計画的な作付けを促進
○主食用米以外の主要作物については、県段階の需要見込みを踏まえ、市町段階において作物別の生産方針など
　を示すことにより、農業者の計画的な作付けを促進します。

○国による米の直接支払い交付金（7,500 円 /10a）は廃止されますが、麦、大豆、園芸作物、飼料用米などの生
　産に対する助成金（水田活用の直接支払交付金）は継続されます。

③きめ細かな情報提供による安心して生産できる環境づくりを推進
○県協議会、地域協議会が連携し、農業者の皆さんへの丁寧な情報提供により皆さんの疑問や不安の解消に努め
　ます。

○全国段階の米需給や各県の動向を注視しながら、生産現場の意見などを踏まえて取り 
　組みを進めます。

○平成 29 年秋頃には需要に応じた米などの生産に関する具体的な方針を取りまとめます。

石川県は 30年産以降も引き続き、
　　　需給調整に取り組みます！

農業者の
皆さまへ

取り組みのポイント

問石川県農業活性化推進協議会　石川県農林水産部生産流通課　℡ 076-225-1621
　　　　　　　　　　　　　　　JA 石川県中央会　076-240-5230
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◦
弁
護
士  

國
田

　武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
等
を
歴
任
。
現
在
、

あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
愛
知
県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
と
し
て
活
動
。

　そ
の
他
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授
、
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推

進
セ
ン
タ
ー
相
談
員
、
東
海
北
陸
地
方
年
金
記
録
訂
正
審
議
会
委
員
等
に
就
任
。

遺
言
に
つ
い
て
（
自
筆
証
書
遺
言
）

Ｑ
：
遺
言
書
を
作
成
し
て
兄
弟
姉
妹
間
の
争
い
を
未

然
に
防
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
が
︑
遺
言
に
は
︑
ど

の
よ
う
な
遺
言
が
あ
り
ま
す
か
︒

Ａ
：
１　

相
続
に
関
し
て
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る

の
は
︑
法
定
相
続
分
の
割
合
だ
け
で
す
︒
だ
れ
が

ど
の
財
産
を
相
続
す
る
か
に
つ
い
て
は
︑
定
め
が

あ
り
ま
せ
ん
︒
こ
の
た
め
︑そ
れ
ま
で
仲
の
よ
か
っ

た
兄
弟
姉
妹
間
で
争
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
︒

相
続
が
「
争
族
」
と
な
り
ま
す
︒
こ
の
よ
う
な
問

題
を
解
決
す
る
の
が
遺
言
書
で
す
︒

　
　

遺
言
と
し
て
︑
一
般
的
な
遺
言
は
︑
①
自
筆
証

書
遺
言
︑
②
公
正
証
書
遺
言
︑
③
秘
密
証
書
遺
言

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
︒

　

２　

自
筆
証
書
遺
言
は
︑
自
分
自
身
で
書
く
遺
言

書
で
紙
と
筆
記
用
具
さ
え
あ
れ
ば
い
つ
で
も
手
軽

に
遺
言
を
残
せ
ま
す
︒
全
文
︑
自
筆
で
書
か
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
︑
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
︑

タ
イ
プ
︑
点
字
の
機
械
等
を
使
用
し
た
遺
言
書
は

無
効
で
す
︒
ま
た
︑
レ
コ
ー
ダ
ー
へ
の
吹
き
込
み

な
ど
音
声
に
よ
る
遺
言
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
︒

　
　

作
成
年
月
日
を
正
確
に
書
き
︵「
平
成
29
年
10
月

吉
日
」
の
記
載
は
︑
日
の
記
載
が
不
明
確
で
無
効

で
す
︒
し
か
し
「
満
70
歳
の
誕
生
日
」︑「
還
暦
の

日
に
」
と
い
う
記
載
は
︑
特
定
で
き
る
の
で
有
効

で
す
︶︑
氏
名
は
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
戸
籍
謄
本
ど
お
り

に
書
く
︶
で
記
載
し
押
印
︵
実
印
が
好
ま
し
い
が
︑

認
印
で
も
有
効
で
す
︒ま
た
︑拇
印
で
も
有
効
で
す
︶

し
ま
す
︒
簡
単
に
作
成
で
き
て
費
用
も
か
か
ら
な

い
︑
遺
言
の
内
容
を
秘
密
に
で
き
る
︑
証
人
も
い

ら
な
い
と
い
う
点
で
は
長
所
で
す
が
︑
様
式
不
備

で
無
効
と
な
る
こ
と
が
あ
る
︑
紛
失
や
盗
難
の
お

そ
れ
が
あ
る
︑
死
後
発
見
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
等
が
短
所
で
す
︒

　

３　

自
筆
証
書
遺
言
が
発
見
さ
れ
た
ら
︑
速
や
か

に
家
庭
裁
判
所
に
提
出
し
て
︑
検け

ん
に
ん認

手
続
き
を
請

求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
検
認
と
は
︑
遺
言

書
の
用
紙
や
枚
数
︑
筆
記
用
具
︑
内
容
︑
日
付
︑

署
名
︑
印
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
調
書
に
記
録

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
︒
自
筆
証
書
遺
言
は
︑
自

分
一
人
で
書
け
る
遺
言
だ
け
に
そ
の
有
効
性
に
つ

い
て
︑
厳
格
に
規
定
し
︑
遺
言
書
の
偽
造
︑
変
造

な
ど
を
防
い
で
い
る
の
で
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
検

認
手
続
き
を
怠
っ
た
場
合
５
万
円
以
下
の
過
料
に

処
せ
ら
れ
ま
す
︒
ま
た
︑
故
意
に
遺
言
書
を
隠
し

た
場
合
︑
相
続
人
で
あ
れ
ば
相
続
人
資
格
が
失
わ

れ
ま
す
︒

　

４　

封
印
の
あ
る
自
筆
証
書
遺
言
の
開
封
は
︑
家

庭
裁
判
所
の
も
と
で
︑
相
続
人
ま
た
は
そ
の
代
理

人
の
立
会
い
の
も
と
で
開
封
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒
た
と
え
相
続
人
全
員
が
そ
ろ
っ
て
も
家
庭

裁
判
所
以
外
の
場
所
で
開
封
す
る
と
過
料
に
処
せ

ら
れ
ま
す
︵
次
回
は
︑
公
正
証
書
遺
言
に
つ
い
て

触
れ
ま
す
︶︒

問企画財政課ふるさと創生室　☎32-9301

　

志
賀
町
で
は
今
後
の
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
の
進

展
な
ど
を
見
据
え
︑
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
再
構
築
し
︑
公
共
交
通
全
体
で
町
民
の
移
動
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
︑
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
お
よ

び
再
生
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
を
平
成
30
年
度
に
策
定
す
る
予
定
で
す
︒

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
平
成
29
年
９
月
15
日
に
志
賀
町
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
︒

　

協
議
会
で
は
︑
計
画
策
定
と
併
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
再
編
な
ど
も
検
討
し
︑
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
や

効
率
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
︒

　

今
後
︑
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
実
施
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
︒

地域公共交通だよりでは、計画策定や協議会

の進捗状況をはじめ、路線バスやコミュニ

ティバスなどの地域公共交通に関する情報を

お知らせしていきます。

その１

第 1 回地域公共交通活性化協議会

地域公共交通だより
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問生涯学習課　☎32-9350

思
わ
ず
も
法
師
蝉
聞
く
山
の
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳
子

裏
盆
に
思
い
た
ど
り
草
を
抜
く　
　
　
　
　
　

山
守　

宏
子

爪
紅
や
親
の
真
似
し
て
子
等
遊
ぶ　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

カ
ナ
ゝ
の
声
哀
し
げ
や
日
暮
れ
時　
　
　
　
　

上
野　

末
子

ふ
れ
太
鼓
祭
気
分
が
い
や
増
し
て　
　
　
　
　
　
　

〃

徳
田
村
お
り
ん
の
里
や
祭
笛　
　
　
　
　
　
　

淵
端　

三
之

大
雨
に
ね
む
の
花
散
り
処
暑
と
な
る　
　
　
　
　
　

さ
ち
こ

数
珠
玉
や
幼
な
む
か
し
を
恋
う
ば
か
り　
　
　
　
　

ま
つ
い

散
歩
す
る
う
ぐ
い
す
歌
う
恋
の
歌

　

耳
を
す
ま
し
て
幸
せ
い
の
る　
　
　
　
　
　

元
尾　

智
子

台
風
に
猛
暑
続
き
に
ゲ
リ
ラ
雨

　

文
明
の
利
器
な
す
術す

べ

も
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

智
子

何
処
に
や
探
し
見
つ
け
ば
墓
地
参
道

　

九
十
路
の
母
は
夏
草
毟む

し

る　
　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

大
雨
に
倒
れ
し
稲
田
刈
る
女ひ

と性
の

　

流
る
る
頬ほ

お

を
秋
風
の
吹
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

こ
の
暑
さ
い
つ
ま
で
続
く
も
う
九
月

　

寝
不
足
補
い
昼
寝
楽
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
雄

お
さ
な
ご
の
手
を
引
き
詣
で
し
妙
成
寺

　

い
ま
娘
に
引
か
れ
昇
る
石
段　
　
　
　
　

藤
井　

信
子

竹
や
ぶ
の
小
高
き
山
に
出
向
き
来
て

　

八
は
つ
せ
ん専

前
の
竹
切
り
行
き
て　
　
　
　
　
　

谷
口　

文
子

同
窓
会
段
取
り
の
席
度
々
も

　

半
世
紀
の
旅
束
の
間
の
宴　
　
　
　
　
　

浜
崎
み
の
り

虫
喰
い
葉
雨
に
朽
ち
し
も
土
く
れ
に

　

居
座
る
ご
と
き
夏
大
根
よ　
　
　
　
　
　

田
端　

正
敏

人
生
の
終
点
時
は
決
ま
ら
ね
ど

　

残
り
僅
か
は
老
い
の
口
癖
に　
　
　
　
　

東　
　
　

操

遠
花
火
音
の
み
な
れ
ど

　

連
発
の
華
や
ぎ
を
わ
が
寝
入
り
に
結
ぶ　

安
中
加
奈
子

去こ

ぞ年
逝
き
し
坊
守
手
書
き
の
注
文
書

　

出
で
来
て
寂
し
む
今
年
の
魂こ

ん

ご

う

迎
会　
　
　

福
島　

信
子

何
ひ
と
つ
思
い
馳
せ
る
に
な
き
土

ち
地
に

　

今
学
び
居
る
孫こ

い
て
親
し
み
の
増
す　
　

芳
岡　

典
子

し
そ
の
葉
の
ジ
ュ
ー
ス
の
氷
と
け
る
間
を

　

あ
か
ず
眺
む
る
深
き
紅

く
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　

坂
井
外
志
子

機
嫌
良
く
送
り
出
す
孫
ス
ペ
イ
ン
え　
　

川
上　

富
子

一
杯
の
お
酒
で
心
身
機
嫌
良
し　
　
　
　

古
森　

真
猿

機
嫌
良
く
返
事
嬉
し
い
頼
み
事　
　
　
　

三
井
か
ほ
里

大
相
撲
白
鵬
連
勝
上
機
嫌　
　
　
　

み
や
み
ち
さ
か
し

頑
張
れ
ど
足
が
ふ
ら
つ
き
老
い
を
知
る　

西
尾　

海
春

甲
子
園
目
指
し
頑
張
る
若
い
汗　
　
　
　

林　

ち
よ
子

頑
張
っ
て
医
者
を
養
う
高
年
者　
　
　
　

柴
田　

政
行

頑
張
れ
ば
無
理
で
も
出
来
た
歳
を
過
ぎ　

池
田　

洋
子

八
十
路
過
ぎ
こ
れ
以
上
に
は
頑
張
れ
ぬ　

芝
山　

照
子

式
台
に
挨
拶
ま
わ
り
鬼
や
ん
ま　
　
　
　
　

粟
津　

岳
陽

遇あ

い
し
娘こ

の
躾

し
つ
け

の
よ
ろ
し
き
秋
祭
り　
　
　

浅
野　

照
子

コ
ス
モ
ス
に
思
い
を
込
め
て
プ
ロ
ポ
ー
ズ　

玉
川
由
美
子

こ
お
ろ
ぎ
の
何
を
急せ

か
す
や
仕
舞
風
呂　
　

須
广
ひ
ろ
し

小
窓
開
け
夜
中
の
ト
イ
レ
ち
ち
ろ
鳴
く　
　

森
下
い
わ
お

胸
板
を
流
る
る
汗
や
農
に
耐
ゆ　
　
　
　

長
根
尾
い
く
え

昼
飯
や
ほ
っ
と
一
息
蝉
時
雨　
　
　
　
　
　

新
澤　

和
子

秋
天
へ
在
所
キ
リ
コ
の
優
美
立
つ　
　
　
　

小
島　

史
子

遠
太
鼓
し
だ
い
に
聞
こ
ゆ
ち
ち
ろ
虫　
　
　

川
田
ま
さ
を

園
児
ら
の
歌
う
木き

や遣
り
や
秋
麗う

ら

ら　
　
　
　

角
谷　

秀
文

蝉
も
樹
も
眠
り
て
真
夜
の
能
登
瓦　
　
　
　
　

池
田　

玲
子

い
っ
せ
い
に
今
虫
の
声
虫
の
声　
　
　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

秋
日
傘
帰
り
雨
傘
終
戦
日　
　
　
　
　
　
　
　

屋
敷　

香
陽

蜩
の
声
を
吸
い
込
む
杉
木
立　
　
　
　
　
　
　

藤
川　

増
野

種
三
粒
ゆ
る
ぐ
指
先
大
根
蒔
く　
　
　
　
　
　

高
岩　
　

満

蝉
時
雨
森
を
そ
び
ら
に
洋
食
屋　
　
　
　
　
　

前
川
美
代
子

安
全
と
危
険
は
い
つ
も
紙
一
重　
　
　
　

西
尾　

善
春

ミ
サ
イ
ル
と
密
漁
で
危
険
日
本
海　
　
　

村
中　

光
彦

す
ぐ
先
の
危
険
知
ら
ず
に
今
日
も
生
き　

小
松　

彰
一

太
鼓
の
音
心
揺
れ
ま
す
秋
祭
り　
　
　
　

橋
田
明
日
香

鐘
太
鼓
祭
来
た
よ
と
血
が
さ
わ
ぐ　
　
　

炭
谷　

良
子

く
た
く
た
に
疲
れ
て
祭
幕
を
閉
じ　
　
　

山
本　

静
香

八
十
路
過
ぎ
見
れ
る
祭
は
後
い
く
つ　
　

遠
藤
美
朝
子

祭
り
す
み
ス
ズ
虫
も
鳴
く
秋
が
来
た　
　

坂
下
二
三
子

貝
が
ら
川
柳
社

「
門
」 

土
筆
の
会

つ

　
く
し

志 

賀 

歌 

会

西
浦
川
柳
会

富
来
俳
壇

誘
わ
れ
て
新
幹
線
で
軽
井
沢

　

涼
し
き
肌
に
白
糸
の
滝　
　
　
　
　
　
　
　

山
瑞
千
代
子

増
穂
浦
長
き
ベ
ン
チ
に

　

今
は
亡
き
級と

も友
と
笑
顔
に
語
り
し
日
を
恋
う  

吉
崎
て
い
子

父ち
ち
は
は母

の
眠
る
お
墓
の
石
段
を

　

登
れ
な
く
な
り
七
年
が
過
ぐ　
　
　
　
　
　

泉　
　

広
栄

梅
雨
明
け
て
蝉
の
鳴
き
声
聞
き
な
が
ら

　

い
つ
し
か
落
ち
着
く
し
ば
し
の
昼
寝　
　
　

岩
上　

久
枝

も
ち
の
木
も
雲
柳
杉
も
元
気
よ
く

　

天
に
向
か
っ
て
生
き
る
姿
よ　
　
　
　
　
　

松
本　

正
子

腕
の
ぼ
る
虫
の
気
配
に
目
を
や
れ
ば

　

紅
て
ん
と
う
む
し

娘
の
七
つ
の
ほ
く
ろ　
　
　
　
　
　
　
　

吉
本　

與
彦

「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。当月 27 日までに送付してください。（連絡先必須）
紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。

■宛先／〒９２５-０１９８志賀町末吉千古１番地１　志賀町教育委員会　生涯学習課まで　

文芸教室《秋の増刊号》
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問志賀町立図書館　☎32-1740
問町立富来図書館　☎42-2777

休館日 　    10月２日㈪・９日（月・祝）・16㈪・ 23日㈪・30日㈪
開館時間　志賀  平日 9:30 ～ 18:00、土日祝 9:30 ～ 17:00
　　　　　富来  平日 9:30 ～ 18:00、土日祝 9:30 ～ 17:00

【志賀町立図書館】　

◆おすすめの本◆
○『育苗からわかる野菜づくり』　野口　貴、沼尻　勝人・共著
　本書は、全 36 品目の野菜の栽培方法を、「育苗」から収穫までわ
かりやすく解説しています。また育苗が不要な野菜も掲載。付録に
病害虫一覧表付。栽培技術を高め秋冬野菜を成功させましょう。

○『すべては股関節から変わる』　　　　　　　　　南　雅子
その悩み、もしかしたら股関節が原因かも？股関節は全身の血流・
リンパの流れ、神経やホルモン、そして内臓の働きにも密接に関
わっています。どこか不調を感じたら股関節のストレッチを試し
てみるのも手です。肥満・肩こり・腰痛・ストレス ･･･ などに効
果のある股関節のストレッチも紹介しています。

◆新着の本◆
【一般書】

○ランニング・ワイルド 堂場　瞬一
○国士 楡　　周平
○院長選挙 久坂部　羊
○緑の窓口 下村　敦史
○移植医たち 谷村　志穂
○Ｒ帝国 中村　文則
○さらさら流る 柚木　麻子
○人生の旅をゆく  ３ 吉本ばなな
○あきない世傳金と銀  ４  貫流篇 高田　　郁
○この世の春　上・下 宮部みゆき
○がんになった外科医元ちゃんが
　伝えたかったこと

西村　元一

【児童書】
○珍獣ドクターのドタバタ診察日記 田向　健一
○ロケット発射場の一日 いわた慎二郎

◆新着の DVD
○ゴースト～ニューヨークの幻
◆新着の CD 
○天晴～オールタイム・ベスト～ さだまさし
○ＡＬＬ  ＴＩＭＥ  ＢＥＳＴ 玉置　浩二

休館日　９日 ( 月・祝）・15 日㈰
開館時間　9:00 ～ 17:30

問志賀町児童館　☎ 32-1724

  　　
読書の秋がやってきました。
心 に 残 る １ 冊 を 探 し に い
らっしゃいませんか。

おはなし会　
10月4日㈬、18日㈬
　16:00 ～ 17:00

ボランティア
おはなし会 
10月28日㈯　14:00 ～

場所：１階絵本コーナー

10/ ６日金　10:30 ～
　　　18 日水　10:30 ～ 10/14日土   　14:00 ～ 10/22日日  　 13:30 ～

親子リトミック遊び
　松本有美先生の指導で親子リト
ミック遊びを行います。
　音楽に合わせて親子で楽しく体
を動かしましょう。

なんでも遊び
　みんなでゲ－ム・折り紙など楽
しみましょう。

講師：宮下 扶久子先生
定員：15 人
対象：小学生

さつまいも掘り
　春に植えたさつまいもの収穫です。
大きいかな？？
よごれてもよい服装でお越しくだ
さい。
対象：幼児親子から小学生

10 月から月 2 回実施しますので、
ご参加願います。
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皆様、こんにちは。
　富来病院皮膚科、坂田祐一と申します。
　今回はムカデとマダニについて少し記載させて頂きます。
　ムカデは皆さまご存じの通り、玄関や窓から忍び込み、部屋に入り、時には私たちのクツやサンダルにひそん
でいます。
　あるいは、洗濯物にくっついていて、洋服を着た際に、刺された患者様もおられますので、中をよく確認して
から、クツを履いたり、洋服を着たりして下さい。
　それでも刺された際には、保冷材などで十分に冷やし、皮膚科に受診して下さい。
　炎症を止める塗り薬に加えて、場合によっては飲み薬も必要となります。
　次にマダニについてですが、マダニに刺されていることが分かれば、無理に剥がさずに、
気色は悪いですが、そのままの状態で皮膚科を受診して下さい。
　無理に剥がしても、口器というものは残ってしまい、それが問題となります。
お話を聞いていると、比較的軽装のまま、山などに入ってしまった患者様が多いようです。
　また、飼っているイヌやネコも刺されていたということもよく聞きますのでお気をつけ下さい。

皮膚科医師　坂田　祐一

ついつい子どもにキレてしまうあなたは大丈夫ですか。

　子育ては大変です。なかなか理屈通りにはできません。ついつい大人もキレてしまいます。「どうしてこんなに子ども
にきれてしまうのか」と親御さんからの相談もあります。「キレる」と言うことは、それだけ子どもに関わっている証拠
です。関わりの全くないところに「キレる」という現象は起きません。毎日 24 時間、精一杯子どもに関わっているから、
ついつい思うようにならなくてキレるのです。
　それだけはがんばっている自分をぜひほめてあげて下さい。
　子育ては１人でするものではありません。地域みんなで協力してするものです。子どもは地域の大切な存在ですのでつ
らくなった時には、ぜひ人の助けを借りてください。町にはファミリーサポートセンターがあり、あなたの周りには祖父
母や友人などがいます。あなたのヘルプコールを待っている人はたくさんいます。決して１人で抱え込まないでいつでも
気軽にご相談下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いしかわ子育て応援ＢＯＯＫより

問児童相談所全国共通ダイヤル　☎１
い ち は や く

８９
問七尾児童相談所　　　　　　　☎ 0757-53-0811
問志賀町住民課　　　　　　　　☎ 32-9122
問志賀町児童相談　　　　　　　☎ 090-8267-4693

　
　　志賀町要保護児童対策地域協議会だより

皆様、こんにちは。
　富来病院皮膚科、坂田祐一と申します。
　今回はムカデとマダニについて少し記載させて頂きます。
　ムカデは皆さまご存じの通り、玄関や窓から忍び込み、部屋に入り、時には私たちのクツやサンダルにひそん
でいます。
　あるいは、洗濯物にくっついていて、洋服を着た際に、刺された患者様もおられますので、中をよく確認して
から、クツを履いたり、洋服を着たりして下さい。
　それでも刺された際には、保冷材などで十分に冷やし、皮膚科に受診して下さい。
　炎症を止める塗り薬に加えて、場合によっては飲み薬も必要となります。
　次にマダニについてですが、マダニに刺されていることが分かれば、無理に剥がさずに、
気色は悪いですが、そのままの状態で皮膚科を受診して下さい。
　無理に剥がしても、口器というものは残ってしまい、それが問題となります。
お話を聞いていると、比較的軽装のまま、山などに入ってしまった患者様が多いようです。
　また、飼っているイヌやネコも刺されていたということもよく聞きますのでお気をつけ下さい。

皮膚科医師　坂田　祐一

ムカデ・マダニに
　　　刺されたら ！
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